
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
三
号

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令

内
閣
は
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
三
項
、
第
三
条
第
一
項
、
第
五

条
第
一
項
第
二
号
、
第
六
条
第
六
号
、
第
七
条
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
五
号
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
十
九
条
、

第
三
十
五
条
第
一
項
第
六
号
、
第
四
十
五
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
か
ら
除
か
れ
る
契
約
）

第
一
条
　
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
不
動
産
特
定
共
同

事
業
契
約
か
ら
除
か
れ
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
契
約
（
予
約
を
含
む
。
）
と
す
る
。

一
　
法
第
二
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
契
約
で
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
（
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七

年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
を
い
う
。
）
が
法
第
二
条
第
三
項

第
三
号
に
規
定
す
る
賃
貸
又
は
賃
貸
の
委
任
の
目
的
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
行
っ
た
販
売
又
は
そ
の
代
理
若
し

く
は
媒
介
に
係
る
不
動
産
以
外
の
不
動
産
を
不
動
産
取
引
の
目
的
と
す
る
も
の

二
　
外
国
に
お
い
て
締
結
さ
れ
る
契
約
で
、
当
該
外
国
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
収
益
又
は
利
益
の
分
配
を
受
け
る

者
の
保
護
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
契
約
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

（
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
に
係
る
出
資
の
価
額
及
び
当
該
出
資
の
合
計
額
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
六
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一
　
事
業
参
加
者
が
行
う
出
資
の
価
額
　
百
万
円
（
当
該
事
業
参
加
者
が
特
例
投
資
家
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
一
億
円
）

二
　
事
業
参
加
者
が
行
う
出
資
の
合
計
額
　
一
億
円

２
　
法
第
二
条
第
六
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
金
額
と
す
る
。

一
　
事
業
参
加
者
が
行
う
出
資
の
価
額
　
百
万
円
（
当
該
事
業
参
加
者
が
特
例
投
資
家
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
一
億
円
）

二
　
事
業
参
加
者
が
行
う
出
資
の
合
計
額
　
一
億
円
（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
に
基
づ
き
営
ま
れ
る
不
動
産

取
引
に
係
る
業
務
を
委
託
す
る
特
例
事
業
者
が
二
以
上
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
例
事
業
者
に
つ
き
事
業

参
加
者
が
行
う
出
資
の
合
計
額
が
一
億
円
を
超
え
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
億
円
）

（
許
可
に
係
る
事
務
所
）

第
三
条
　
法
第
三
条
第
一
項
の
事
務
所
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
本
店
又
は
支
店
（
商
人
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
又
は
従
た
る
事
務
所
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
継
続
的
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
有
す
る
場
所
で
、
不
動
産
特

定
共
同
事
業
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
有
す
る
使
用
人
を
置
く
も
の

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
の
使
用
人
）

第
四
条
　
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
六
条
第
十
号
、
第
七
条
第
三
号
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
第
六
号
の
政
令

で
定
め
る
使
用
人
は
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
の
使
用
人
で
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
に
関
し
前
条
に
規
定
す

る
事
務
所
の
代
表
者
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
許
可
に
係
る
資
本
金
又
は
出
資
の
額
）

第
五
条
　
法
第
七
条
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
人
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
金
額
（
次
の
各
号
の
う
ち
二
以
上
の
号
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
二
以
上
の
号
に
定
め

る
金
額
の
う
ち
最
も
高
い
も
の
）
と
す
る
。

一
　
第
一
号
事
業
を
行
お
う
と
す
る
法
人
　
一
億
円
（
主
務
省
令
で
定
め
る
法
人
に
あ
っ
て
は
、
二
千
万
円
）

二
　
法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
事
業
を
行
お
う
と
す
る
法
人
　
千
万
円

三
　
第
三
号
事
業
を
行
お
う
と
す
る
法
人
　
五
千
万
円

四
　
第
四
号
事
業
を
行
お
う
と
す
る
法
人
　
千
万
円

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
約
款
の
内
容
の
基
準
）

第
六
条
　
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
約
款
に
は
、
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
事
項
が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
法
第
二
条
第
三
項
各
号
（
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
の
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
約
款
に
あ
っ
て

は
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
）
に
掲
げ
る
契
約
の
種
別
に
関
す
る
事
項

二
　
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
に
係
る
不
動
産
取
引
の
目
的
と
な
る
不
動
産
の
特
定
及
び
そ
の
不
動
産
取
引
の

内
容
に
関
す
る
事
項

三
　
事
業
参
加
者
に
対
す
る
収
益
又
は
利
益
の
分
配
に
関
す
る
事
項

四
　
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
に
係
る
財
産
の
管
理
に
関
す
る
事
項

五
　
契
約
期
間
に
関
す
る
事
項

六
　
契
約
終
了
時
の
清
算
に
関
す
る
事
項

七
　
契
約
の
解
除
に
関
す
る
事
項

八
　
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
又
は
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
の
報
酬
に
関
す
る
事
項

九
　
そ
の
他
主
務
大
臣
が
事
業
参
加
者
の
保
護
の
た
め
必
要
か
つ
適
当
で
あ
る
と
認
め
て
主
務
省
令
で
定
め
る

事
項

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
約
款
の
内
容
は
、
主
務
大
臣
が
事
業
参
加
者
の
保

護
の
た
め
必
要
か
つ
適
当
で
あ
る
と
認
め
て
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
合
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
広
告
の
規
制
等
に
係
る
許
可
等
の
処
分
）

第
七
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
本
文
、
第
四
十
一
条
第
二
項
た
だ

し
書
、
第
四
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
の
二
第

一
項
（
同
法
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
第
六

十
五
条
第
一
項
の
許
可
並
び
に
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条

例
の
規
定
に
よ
る
処
分

二
　
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
十
四
条
第
一
項
第

四
号
、
第
四
十
七
条
た
だ
し
書
、
第
四
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三
項
た
だ
し
書
、

第
四
項
た
だ
し
書
、
第
五
項
た
だ
し
書
、
第
六
項
た
だ
し
書
、
第
七
項
た
だ
し
書
、
第
八
項
た
だ
し
書
、
第
九

項
た
だ
し
書
、
第
十
項
た
だ
し
書
、
第
十
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
二
項
た
だ
し
書
、
第
十
三
項
た
だ
し
書
及
び

第
十
四
項
た
だ
し
書
、
第
五
十
二
条
第
十
項
、
第
十
一
項
及
び
第
十
四
項
、
第
五
十
三
条
第
四
項
、
第
五
項
及

び
第
六
項
第
三
号
、
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
五
十
七
条
の

五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
各
号
、
第
五
十
六
条
の
二

第
一
項
た
だ
し
書
、
第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
五
十
八
条
第
二
項
、
第
五
十
九
条
第
四
項
、
第

五
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
六
十
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
六

十
七
条
第
三
項
第
二
号
、
第
六
十
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
項
第
二
号
、
第
六
十
八
条
の
三
第
四
項
、
第

六
十
八
条
の
五
の
三
第
二
項
、
第
六
十
八
条
の
七
第
五
項
、
第
八
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
八
十

六
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
許
可
、
同
法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
、
第
五
十
二
条
第
六
項
第
三
号
、

第
八
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
八
十
六
条
の
八
第
一
項
及
び
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
認
定
、
同
法
第
五
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
並
び
に
同
法
第
三
十
九
条
第
二

項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
の
二
、
第
五
十
条
、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項

及
び
第
六
十
八
条
の
九
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

三
　
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
八
条
第
一

項
の
許
可

四
　
都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
第
二
項
各
号
の
許

可
並
び
に
同
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

五
　
生
産
緑
地
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可

六
　
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
条
第
二
項
た
だ

し
書
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可

1



七
　
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
百
十

六
条
第
一
項
、
第
百
九
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
百
八
十
三
条
第
一
項
の
許
可

八
　
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
一
項
の
許
可
、
同
法
第

六
十
三
条
第
一
項
の
認
定
並
び
に
同
法
第
七
十
二
条
第
一
項
、
第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
及

び
第
二
項
並
び
に
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

九
　
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
の
許
可

十
　
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六

十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
六
十
七
条
第
一
項
の
許
可

十
一
　
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第

七
十
六
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
許
可

十
二
　
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
許
可

十
三
　
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
承
認

十
四
　
新
都
市
基
盤
整
備
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
の
承
認

十
五
　
旧
公
共
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
市
街
地
の
改
造
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
号
）
第

十
三
条
第
一
項
（
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
防
災
建
築
街
区
造
成
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五

十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
許
可

十
六
　
首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
九
十
八

号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
承
認

十
七
　
近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律

第
百
四
十
五
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
承
認

十
八
　
流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書

の
許
可
及
び
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
承
認

十
九
　
都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
六
十
六
条
第
一
項
の
許
可

二
十
　
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
係
る
同
項
の
許
可

二
十
一
　
住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
九
条
第
一
項
の
許
可

二
十
二
　
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第

一
項
の
許
可

二
十
三
　
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
、
第

十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
の
許
可

二
十
四
　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
百
五
条
第

一
項
の
許
可

二
十
五
　
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
許
可

二
十
六
　
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
及
び

第
二
十
二
条
第
三
項
の
許
可
並
び
に
同
法
第
七
十
三
条
第
一
項
（
利
用
調
整
地
区
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の

規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

二
十
七
　
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
五

十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
及
び
第
五
十
八
条
の
六
第
一
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可

二
十
八
　
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
三
十
条
、
第
三
十
七
条
第
一

項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
二
条
第
一
項
、
第
六
十
六
条
及
び
第
七
十
一
条
第

一
項
の
許
可

二
十
九
　
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可

三
十
　
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
、

第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
八
条
第
一
項
、
第
八
十
二
条
及
び
第
八
十
七
条
第
一
項
の
許
可

三
十
一
　
砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
（
同
法
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
と
し
て
行
う
処
分

三
十
二
　
地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項

の
許
可

三
十
三
　
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条

第
一
項
の
許
可

三
十
四
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
）
第
十
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可

三
十
五
　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
三
十
四
条
第
一
項

及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可

三
十
六
　
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
九
十
一
条
第
一
項
の
許
可

三
十
七
　
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可

三
十
八
　
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
五
条
第

一
項
の
許
可
、
同
法
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
と
し
て
行
う
処

分
並
び
に
同
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
百
八
十

二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

三
十
九
　
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
（
同
法
第
五
十
五

条
の
二
第
三
項
若
し
く
は
第
五
十
六
条
の
三
第
二
項
又
は
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）

第
百
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
承
認

四
十
　
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六

号
）
第
五
十
一
条
の
二
十
九
第
一
項
の
許
可

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
に
よ
る
書
面
の
交
付
に
代
わ
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
た
提
供
）

第
八
条
　
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
は
、
法
第
二
十
四
条
第
三
項
（
法
第
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
二
十
八
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
四
条
第
三
項

に
規
定
す
る
事
項
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該

事
項
の
提
供
を
受
け
る
申
込
者
に
対
し
、
そ
の
用
い
る
同
項
に
規
定
す
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法

（
次
項
に
お
い
て
「
電
磁
的
方
法
」
と
い
う
。
）
の
種
類
及
び
内
容
を
示
し
、
書
面
又
は
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い

て
「
書
面
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
得
た
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
は
、
当
該
申
込
者
か
ら
書
面
等
に
よ
り
電
磁
的
方

法
に
よ
る
提
供
を
受
け
な
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
込
者
に
対
し
、
法
第
二
十
四
条
第
三
項
に
規

定
す
る
事
項
の
提
供
を
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
込
者
が
再
び
前
項
の
規
定

に
よ
る
承
諾
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
の
登
録
の
更
新
の
申
請
期
間
）

第
九
条
　
法
第
四
十
一
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
同
条
第
一
項
の
登
録
の
有
効
期
間
の
満
了
す
る
日
の

前
日
の
三
月
前
の
日
か
ら
二
月
前
の
日
ま
で
と
す
る
。

（
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
の
使
用
人
）

第
十
条
　
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
第
四
十
四
条
第
五
号
（
法
第
四
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人
は
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業

者
の
使
用
人
で
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
に
関
し
次
に
掲
げ
る
事
務
所
の
代
表
者
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
本
店
又
は
支
店
（
商
人
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
又
は
従
た
る
事
務
所
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
継
続
的
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
有
す
る
場
所
で
、
小
規
模
不

動
産
特
定
共
同
事
業
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
有
す
る
使
用
人
を
置
く
も
の

（
登
録
に
係
る
資
本
金
又
は
出
資
の
額
）

第
十
一
条
　
法
第
四
十
四
条
第
二
号
（
法
第
四
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定

め
る
金
額
は
、
い
ず
れ
の
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
の
種
別
に
つ
い
て
も
、
千
万
円
と
す
る
。

（
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
に
よ
る
書
面
の
交
付
に
代
わ
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
た
提
供
）

第
十
二
条
　
第
八
条
の
規
定
は
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中

「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
第
三
項
」
と
、
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同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条

第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
例
事
業
者
の
使
用
人
）

第
十
三
条
　
法
第
五
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人
は
、
特
例
事
業
者
の
使
用
人
で
、
事
務
所
の

代
表
者
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
適
格
特
例
投
資
家
限
定
事
業
者
の
使
用
人
）

第
十
四
条
　
法
第
五
十
九
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
十
一
条
第
六
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人
は
、
適
格

特
例
投
資
家
限
定
事
業
者
の
使
用
人
で
、
適
格
特
例
投
資
家
限
定
事
業
に
関
し
次
に
掲
げ
る
事
務
所
の
代
表
者
で

あ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
本
店
又
は
支
店
（
商
人
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
又
は
従
た
る
事
務
所
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
継
続
的
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
有
す
る
場
所
で
、
適
格
特
例

投
資
家
限
定
事
業
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
有
す
る
使
用
人
を
置
く
も
の

（
外
国
法
人
等
に
対
す
る
法
の
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
の
技
術
的
読
替
え
）

第
十
五
条
　
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
、
特
例

事
業
者
若
し
く
は
適
格
特
例
投
資
家
限
定
事
業
者
が
外
国
法
人
で
あ
る
場
合
又
は
不
動
産
特
定
共
同
事
業
に
係
る

不
動
産
が
外
国
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
法
の
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り

と
す
る
。

読
み
替
え
る
法
の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
第
三
号
、
第

七
条
第
四
号
、
第
八
条
の
二
、
第
九
条
第
二
項
、

第
十
六
条
第
一
項
（
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
七
条
（
第
五
十

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
二
十
九
条
（
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
三

号
及
び
第
二
項
第
三
号
、
第
四
十
四
条
第
六
号
（
第

四
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
六
条
第
二
項
、
第

五
十
八
条
第
二
項
第
三
号
、
第
五
十
九
条
第
二
項

第
三
号
、
第
八
十
三
条
第
二
号
並
び
に
附
則
第
二

条
第
二
項
及
び
第
七
項

事
務
所

国
内
に
お
け
る
事
務
所

第
十
八
条
第
一
項
（
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許

可
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）

第
六
条
第
一
項
の
確
認
そ
の

他
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の

処
分
で
政
令
で
定
め
る
も
の

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
許
可
、
建
築
基
準

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
確
認
そ

の
他
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処

分
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
相
当

す
る
外
国
の
法
令
に
基
づ
く
処
分

第
十
九
条
（
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）

都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
許
可
、

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項

の
確
認
そ
の
他
法
令
に
基
づ

く
許
可
等
の
処
分
で
政
令
で

定
め
る
も
の

都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
許
可
、
建
築
基
準

法
第
六
条
第
一
項
の
確
認
そ
の
他

法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
で

政
令
で
定
め
る
も
の
に
相
当
す
る

外
国
の
法
令
に
基
づ
く
処
分

（
信
託
業
務
を
兼
営
す
る
金
融
機
関
等
に
関
す
る
特
例
）

第
十
六
条
　
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
信
託
会
社
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
一
条
の
六
十
六
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る

会
社
で
あ
っ
て
、
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
子
会
社
（
同
法
第
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い

う
。
）
で
あ
る
も
の

二
　
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ

る
会
社
で
あ
っ
て
、
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
子
会
社
（
同
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
一
条
の
八
第
二
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
）
で
あ
る
も
の

三
　
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
四
条
の
四
第
一
項

第
五
号
に
掲
げ
る
会
社
で
あ
っ
て
、
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
子
会
社
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子

会
社
を
い
う
。
）
で
あ
る
も
の

四
　
信
用
金
庫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
五
十
四
条
の
二
十
三
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る

会
社
で
あ
っ
て
、
信
用
金
庫
連
合
会
の
子
会
社
（
同
法
第
三
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
）

で
あ
る
も
の

五
　
長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
会
社

で
あ
っ
て
、
長
期
信
用
銀
行
（
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行
を
い
う
。
）
の
子
会
社
（
同
法
第
十

三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
も
の
及
び
同
法
第

十
六
条
の
四
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
会
社
で
あ
っ
て
、
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
（
同
項
に
規
定
す
る
長
期

信
用
銀
行
持
株
会
社
を
い
う
。
）
の
子
会
社
で
あ
る
も
の

六
　
労
働
金
庫
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
二
十
七
号
）
第
五
十
八
条
の
五
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
会
社

で
あ
っ
て
、
労
働
金
庫
連
合
会
の
子
会
社
（
同
法
第
三
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
）
で
あ

る
も
の

七
　
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
会
社
で
あ
っ
て
、

銀
行
（
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
銀
行
を
い
う
。
）
の
子
会
社
（
同
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
子

会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
も
の
及
び
同
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
第
五

号
に
掲
げ
る
会
社
で
あ
っ
て
、
銀
行
持
株
会
社
（
同
法
第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
銀
行
持
株
会
社
を
い

う
。
）
の
子
会
社
で
あ
る
も
の

八
　
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百
六
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
会
社
で
あ
っ
て
、
保
険
会
社

（
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
会
社
を
い
う
。
）
の
子
会
社
（
同
法
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
子

会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
も
の
及
び
同
法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
二
第
一
項

第
七
号
に
掲
げ
る
会
社
で
あ
っ
て
、
保
険
持
株
会
社
（
同
法
第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
保
険
持
株
会
社
を

い
う
。
）
の
子
会
社
で
あ
る
も
の

九
　
農
林
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
七
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
会
社
で
あ
っ

て
、
農
林
中
央
金
庫
の
子
会
社
（
同
法
第
二
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
）
で
あ
る
も
の

十
　
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ

る
会
社
で
あ
っ
て
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
（
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
会

社
を
い
う
。
）
で
あ
る
も
の

第
十
七
条
　
法
第
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
定
は
、
信
託
業
務
を
兼
営
す
る
金
融
機
関
及
び
前
条
各
号
に
掲

げ
る
信
託
会
社
で
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
第
九
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
別
金
融
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
不
動
産
特
定
共
同
事
業
を
営
む
特
別
金
融
機
関
等
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
規
定
を
除
き
、
法
第
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
行
為
の
範
囲
を
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
為
の
う

ち
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
信
託
業
務
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
旨
の
条
件
が
付
さ
れ
た
主
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
不
動
産
特
定
共
同

事
業
者
と
み
な
し
て
、
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第

一
項
の
許
可
又
は
第
九
条
第
一
項
の
認
可
」
と
あ
る
の
は
「
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と

い
う
。
）
第
十
七
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
届
出
」
と
、
法
第
三
十
八
条
中
「
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
」

と
あ
る
の
は
「
令
第
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の
命
令
」
と
す
る
。
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３
　
特
別
金
融
機
関
等
は
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
を
営
も
う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
約
款
を
添
付
し
て
、
そ
の
旨
を
主
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
と
み
な
さ
れ
た
特
別
金
融
機
関
等
は
、
法
第
十
二
条
の
規
定

に
よ
り
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
事
項
（
法
第
五
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
約
款
の
追
加
若
し
く
は
変

更
を
し
た
と
き
は
、
三
十
日
以
内
に
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
主
務
大
臣
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
と
み
な
さ
れ
た
特
別
金
融
機
関
等
が
、
法
第
三
十
五
条
第
一

項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
情
状
が
特
に
重
い
と
き
、
又
は
同
項
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
業
務

の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
主
務
大
臣
は
、
当
該
特
別
金
融
機
関
等
に
対
し
、
五
年
以
内
の
期
間
を
定

め
て
、
そ
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
八
条
　
法
第
七
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
金
融
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
た
権
限
の
う
ち
法
第
十
条
、
第
十
一

条
第
一
項
、
第
十
二
条
（
法
第
五
十
八
条
第
五
項
及
び
第
六
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
十
三
条
（
法
第
五
十
八
条
第
五
項
及
び
第
六
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
三
十
三
条
（
法
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
九
条
（
法
第

五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
四
十
条
第
一
項
、
第
四
十
七

条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
第
二
項
、
第
四

項
及
び
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
第
五
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
六
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
五
項

ま
で
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
、
特
例
事
業
者
又

は
適
格
特
例
投
資
家
限
定
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
の
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
に
委
任
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条

第
一
項
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
第
七

項
及
び
第
九
項
並
び
に
第
六
十
一
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
金
融
庁
長
官
が
自
ら
行
う
こ

と
を
妨
げ
な
い
。

２
　
検
査
等
（
法
第
四
十
条
第
一
項
及
び
第
五
十
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
の
命
令

又
は
検
査
若
し
く
は
質
問
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
特
定
事
務
所
（
不
動
産
特
定
共
同
事
業

者
等
の
主
た
る
事
務
所
以
外
の
事
務
所
又
は
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
等
（
特
例
事
業
者
を
除
く
。
）
と
取
引
を

す
る
者
若
し
く
は
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
等
（
特
例
事
業
者
を
除
く
。
）
か
ら
業
務
の
委
託
を
受
け
た
者
の
事

務
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
財
務
局

長
又
は
福
岡
財
務
支
局
長
の
ほ
か
、
当
該
特
定
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡

財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
事
務
所
に
対
し
て
検
査
等
を
行
っ
た
財
務
局
長
又
は
福
岡
財
務
支
局
長
は
、
当
該

検
査
等
に
係
る
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
等
又
は
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
等
（
特
例
事
業
者
を
除
く
。
）
と
取

引
を
す
る
者
若
し
く
は
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
等
（
特
例
事
業
者
を
除
く
。
）
か
ら
業
務
の
委
託
を
受
け
た
者

の
当
該
特
定
事
務
所
以
外
の
事
務
所
に
対
し
て
検
査
等
の
必
要
を
認
め
た
と
き
は
、
当
該
事
務
所
に
対
し
、
検
査

等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
法
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
七

条
第
一
項
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
第

一
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
第
五
十
九
条
第

二
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
六
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
不

動
産
特
定
共
同
事
業
者
等
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発
局
長
に
委

任
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
第

一
項
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
第
七
項
及
び
第
九
項
並
び
に
第
六
十
一
条
第

三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

５
　
検
査
等
で
特
定
事
務
所
に
対
し
て
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開

発
局
長
の
ほ
か
、
当
該
特
定
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発
局
長
も
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

６
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
事
務
所
に
対
し
て
検
査
等
を
行
っ
た
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発
局
長
は
、

当
該
検
査
等
に
係
る
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
等
又
は
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
等
（
特
例
事
業
者
を
除
く
。
）

と
取
引
を
す
る
者
若
し
く
は
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
等
（
特
例
事
業
者
を
除
く
。
）
か
ら
業
務
の
委
託
を
受
け

た
者
の
当
該
特
定
事
務
所
以
外
の
事
務
所
に
対
し
て
検
査
等
の
必
要
を
認
め
た
と
き
は
、
当
該
事
務
所
に
対
し
、

検
査
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
主
務
省
令
）

第
十
九
条
　
こ
の
政
令
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
内
閣
府
令
・
国
土
交
通
省
令
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
二
月
二
六
日
政
令
第
三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
五
月
二
四
日
政
令
第
二
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
都
市
再
開
発
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
七
年
五
月
二
十
五

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
九
月
二
七
日
政
令
第
三
四
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
七
年

十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
六
月
一
三
日
政
令
第
一
九
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
八
月
二
九
日
政
令
第
二
七
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
九
年
九
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
一
一
月
六
日
政
令
第
三
二
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
九
年
十

一
月
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
五
月
二
七
日
政
令
第
一
八
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
金
融
監
督
庁
設
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
年
六
月
二
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
一
五
日
政
令
第
三
九
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
三
日
政
令
第
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年
五
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
二
四
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
八
日
政
令
第
八
四
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
政
令
第
九
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
五
月
十
八
日
。
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
月
二
三
日
政
令
第
一
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
四
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
一
月
一
三
日
政
令
第
三
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
建
築
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年
一
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
二
月
五
日
政
令
第
三
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
自
然
公
園
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
一
七
日
政
令
第
五
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年
十
二
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
一
九
日
政
令
第
五
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
九
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
四
月
二
一
日
政
令
第
一
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
五
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
一
五
日
政
令
第
三
九
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
都
市
緑
地
保
全
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行

の
日
（
平
成
十
六
年
十
二
月
十
七
日
。
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
、
手
続
等
の
効
力
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
改
正
法
附
則
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
施
行
日
前
に
改
正
法
に

よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
令
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
処

分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正

後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
令
に
相
当
の
規
定
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の

行
為
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
一
五
日
政
令
第
三
九
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
景
観
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
十
二
月
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
七
日
政
令
第
四
二
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
八
日
政
令
第
四
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
五
月
二
五
日
政
令
第
一
八
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
景
観
法
附
則
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
七
年
五
月
二
七
日
政
令
第
一
九
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
建
築
物
の
安
全
性
及
び
市
街
地
の
防
災
機
能
の
確
保
等
を
図
る
た
め
の
建
築
基
準
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
六
月
一
日
。
附
則
第
四
条

に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

に
お
け
る
こ
の
政
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
四
月
二
六
日
政
令
第
一
八
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
会
社
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
二
二
日
政
令
第
三
一
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
一
月
六
日
政
令
第
三
五
〇
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
都
市
の
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
の
都
市
計
画
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
三
日
政
令
第
二
三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
十
四
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

に
お
け
る
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
五
月
二
一
日
政
令
第
一
八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
三
日
政
令
第
三
六
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
一
一
日
政
令
第
二
八
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
四
条
　
改
正
法
附
則
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る

旧
農
地
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
土
地
等
の
処
分
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
二
月
一
五
日
政
令
第
一
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
六
日
政
令
第
四
二
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
一
日
政
令
第
一
五
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
附
則
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
四
年
六
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
一
一
日
政
令
第
三
三
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二

十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
締
結
し
た
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
第
一
条
第
一

号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
契
約
（
予
約
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
月
一
六
日
政
令
第
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
（
次
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
、
第
十

一
条
第
一
項
、
第
三
十
三
条
又
は
第
四
十
条
の
二
第
二
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
金
融
庁
長

官
又
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
し
た
届
出
又
は
提
出
は
、
相
当
の
財
務
局
長
若
し
く
は
福
岡
財
務
支
局
長
又
は

地
方
整
備
局
長
若
し
く
は
北
海
道
開
発
局
長
に
対
し
て
し
た
届
出
又
は
提
出
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
法
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
三
条
又
は
第
四
十
条
の
二
第
二
項
、
第
四
項

若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
金
融
庁
長
官
又
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
届
出
又
は
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
で
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
当
該
届
出
又
は
提
出
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
り
財
務
局
長
若
し
く
は
福
岡
財
務
支
局
長
又
は
地
方
整
備
局
長
若
し
く
は
北
海
道
開
発
局
長
に

対
し
て
届
出
又
は
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
当
該
届
出
又
は
提
出
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と

み
な
し
て
、
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
月
二
四
日
政
令
第
一
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
七
月
二
日
政
令
第
二
三
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
八
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
八
月
二
〇
日
政
令
第
二
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
月
一
五
日
政
令
第
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
一
月
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
月
二
一
日
政
令
第
一
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
月
二
九
日
政
令
第
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
八
月
二
九
日
政
令
第
二
八
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
九
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
一
四
日
政
令
第
一
五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
六
月
十
五
日
）

か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
、
第
二
条
中
都
市
公
園
法
施
行
令
第
十
条
を
同
令
第
十
条
の
二
と

し
、
同
令
第
二
章
中
同
条
の
前
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
五
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
及
び
第
十
八
条

か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
同
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
四
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
八
月
一
四
日
政
令
第
二
二
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
九
月
一
二
日
政
令
第
二
五
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平

成
三
十
年
九
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
九
月
二
八
日
政
令
第
二
八
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉

の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
三

十
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
一
九
日
政
令
第
三
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
六
月
二
十
五
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
八
日
政
令
第
二
一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
改
正
法
施
行
日
（
令
和
二
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ

れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
政
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。附

　
則
　
（
令
和
二
年
九
月
四
日
政
令
第
二
六
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
九
月
七
日
）
か

ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
〇
月
四
日
政
令
第
二
八
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
住
宅
の
質
の
向
上
及
び
円
滑
な
取
引
環
境
の
整
備
の
た
め
の
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
二
月
二
十

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
〇
月
二
九
日
政
令
第
二
九
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
十
一

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
一
月
一
六
日
政
令
第
三
五
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
四
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
二
月
二
三
日
政
令
第
三
九
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日
）
か

ら
施
行
す
る
。
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